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いる．このときの電子密度は × ??個 ?，プラズマの励起温度は である．
プラズマに導入された微粒子は原子化・イオン化・励起し，発光する．発光スペクトル






















浅野 比・青山朋樹・菊地 正・和田 誠
本的にノズルから吸引された粒子は音速領域で生じる衝撃波によって凝集が解けるため，
プラズマ内に導入され発光する粒子は つである．図 のように元素 ，元素 の単体が





電性 チューブ（内径 φ，長さ ）を接続し， 製真空ポンプ











電源出力 キャビティー プラズマガス キャリアガス流量
?混合ガス ??
による昭和基地大気中エアロゾルの特性化
実 験 結 果
ブランク測定
本研究で用いたポンプは流速が ??程度であるため， 時間捕集した場合，大気の





元素 測定可能半径 μ 検出限界 元素 測定可能半径 μ 検出限界
- × ??? - × ???
- × ??? - × ???
- × ??? - × ???
- × ??? - × ???
- × ??? - × ???
- × ???
図 によるブランク測定結果
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す．なお，これは全量中のものを により分析したものである．これより ，
， ， および はまったく検出されていないことが分かる．また，検出されたカウ



















り，日付は 年 月 日を として通し番号を付けた．
図 アスピレーターによる粒子吸引方法
による昭和基地大気中エアロゾルの特性化
図 風速および ， ， ， カウント数の経時変化．
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海塩起源元素（ ， ， ， )
図 ， ， に平?風速， および のカウント数， および のカウント数の経
時変化をそれぞれ示す．これにより海塩起源である ， ， はカウント数が多く，粒




は不明であるが，同じ海塩起源と?えられる は， 月（ - ）に増加する傾向は
や と同様であるが， ， 月（ - ）に減少する結果となった．なお，本手法におけ
る の感度は に比して約 分の と非常に小さいため， のカウント数は の
カウント数と同程度に検出されていない．また， ， ， で見られた 月上旬（
- ）の増加のピークが， のみ 月下旬（ - ）にシフトする結果となった．
年 月 日（ ）以降に採取した試料は，国内に持ち帰り 年 月 日に分析
した．図 から， 年 月 日（ ）以降の ， ， および の海塩由来の元
素に関しては，前年のほぼ同じ夏季の 年 月（ - ）の値と比較して著しくカウン
ト数が減少した事が分かる．一方，同日に採取した試料を蛍光 線分析法（ ）により
測定した結果と比較したところ， ， および も による分析結果と同
様に，前年の夏季の時期と比較して減少する傾向を示し， つの分析法による分析結果は良








た海塩起源の元素（ ， ， ， ）の月平?カウント数を示す．なお各元素のカウン
ト数は，傾向を見るため任意の単位に変換してある．これより，海塩成分である ， お
よび は主に冬（ ， 月）に増加し，春~夏にかけて減少する傾向を示した．しかしなが
ら， のカウント数は ， 月よりも 月の方が大きくなっており，おおむね平?降雪量の
挙動と似た傾向を示した．一方， のカウント数は ， 月に増加しているものの， 月が





土壌成分元素（ ， ， )
図 に平?風速，図 に主に土壌起源と?えられる元素， ， ， のカウント数の
経時変化を示す．これより， および は 月下旬~ 月下旬（ - ）にかけて高いカ
ウント数を示し， 月（ - )， 月下旬（ - )， 月下旬（ - )， 月下旬（
- ）と高くなり，同様の傾向を示した．これは露岩地域の および を含む粒子が，
風により巻き上げられたためと?えられる．一方， も や の挙動と似たような傾向
を示したが， 月下旬（ - ）の著しい増加パターンや， 月中旬（ - ）に増加し
ているなどの差異が見られた．この原因については現在調査中である．
図 上部に月平?風速および月平?降雪量，下部に により測定して得られ
図 平?風速，平?降雪および ， ， および のカウント数の月間変動．
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た土壌起源の元素（ ， ， ）の月平?カウント数を示す．なお各元素のカウント数は，






図 - に平?風速， および のカウント数， および のカウント数の経時変化を




















図 平?風速，平?降雪および ， および のカウント数の月間変動．
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図 風速および ， ， ， カウント数の経時変化．
による昭和基地大気中エアロゾルの特性化
図 平?風速，平?降雪および ， ， および のカウント数の月間変動．
図 ， および の化合物の分布．
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元素の化合物の組成に関して
図 に， の測定から化合物または 種類以上の元素からなる粒子と?え
られる物に関して，得られた結果の一例を示した．ここに示した結果はすべて， 年
月 日（通し番号 ，天候 雪時々曇，風向，平?風速 南南東， ）に採取した試料
である．図 は縦軸，横軸に および の三乗根電圧をそれぞれプロットしたもので




と を含む化合物の存在が示唆された．また， 一定量に対して が増加しているこ
とから， が一定量 にコーティングされているような粒子が?えられる．これらの粒子
は土壌起源である輝石（( ， )? ??）や，カンラン石（( ?)×( ?)?）な
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